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きる新たな枠組みとして、マニフォールド法（Numerical Manifold Method: NMM）と不連続












































ラップ長を l、石材の段数を nとし、石積基壇の構造特性を石材の縦横比 h/B、石材の幅に対する石







· 上下段の石材のオーバーラップ幅 l が大きいと石材への荷重分配率が大きくなり、石材間の摩擦強
度が増加するため、極限荷重は増大する。 
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ド法（Numerical Manifold Method: NMM）と石積のような離散体に対する不連続変形法


























める。また、平成 29 年 1 月 23 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行っ
て、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
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